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１．開催趣旨
わが国は世界でも有数の雪の多い国です。国土の約半分が豪雪地帯に指定され、そこ

に 万の人々が生活を営んでいますが、近年の地球温暖化の影響による少雪傾向から、2,100
人々は雪崩災害の恐ろしさを忘れかけつつあります。
また、少子高齢化・核家族化の進行により、地域防災力の低下・災害経験の伝承の機

会が減るなど災害に対するリスクは増加傾向にあります。
このような状況の中で発生した平成１８年の記録的な大雪（「平成１８年豪雪」）で

は、数々の雪崩災害が発生し、多大な被害をもたらしました。近年では、集落への被害
のみならず、冬季レジャーにおける雪崩事故も発生しており、雪崩に対して地域住民や
観光客等への一層の啓発活動が必要です。

富山県は、南北にのびる日本列島の中心、本州の中央北部に位置し、三方を北アルプ
ス立山連峰などの急峻な山岳地帯に囲まれ、冬季にはシベリアから吹き込む季節風の影
響により日本有数の豪雪地帯となっており、過去、いくたびかの雪崩災害が発生しまし
た。
一方で、山々に降り積もった雪は水資源として水力発電や様々な用水に活用され、富

山県の産業や農業などを支えてきました。また、私たちの先人は、豪雪に苦しみながら
も雪のある暮らしに関する様々な知恵や工夫を積み重ね、雪国特有の生活や文化を生み
出し、受け継ぎ育んできました。
今回、生命・財産を守る雪崩対策を推進するため、身近に起こる雪崩災害の恐ろしさ

を再認識し、防災意識の向上を図ると共に、雪国の文化や生活の知恵を継承し、雪に強
い魅力ある地域づくりを考えるシンポジウムを、世界文化遺産に登録された「五箇山の
合掌造り集落」の地、富山県南砺市で開催するものです。

２．テ ー マ 「雪に強い、安全で魅力ある地域づくり」

３．開催期日 平成２０年１月３１日（木） ～ ２月１日（金）
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100富山県南砺市やかた
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６．後 援 消防庁、（社）砂防学会、全国スキー安全対策協議会、
全国積雪寒冷地帯振興協議会、全国雪対策連絡協議会、
（財）全日本スキー連盟、（財）日本鋼索交通協会、
（社）日本山岳協会、（社）日本新聞協会、（社）日本雪氷学会、
日本放送協会、（社）日本民間放送連盟、日本雪工学会、
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７．協 賛 （財）河川情報センター、（社）建設広報協議会、
（ ）砂防広報センター、（財）砂防・地すべり技術センター、NPO
（財）砂防フロンティア整備推進機構、（社）斜面防災対策技術協会、
（社）全国治水砂防協会、全国地すべりがけ崩れ対策協議会、
（社）雪センター

８．協 力 南砺市、富山県治水砂防協会


